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Coolなホームページの作り方2

BIGTOP（Sony Music Entertainment Japan Inc.のホームページの愛称）のメニュー画面
jhttp://www1.sony.co.jp:80/ InfoPlaza/SME/ 
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仁志 聡WWiinnddoowwss担担当当

最近のインターネットでのマルチメディ

ア関連技術の進展には目を見張るもの

がある。そしてWebホームページはそ

の格好の実験の場だ。音声や動画を駆

使した情報提供を行うところもずいぶ

ん増えてきた。今回は、ホームページ

へのアクセスが1か月に約100万件に

達するという超人気サイトBIGTOPで

WWW用にサウンドとムービーのファ

イルを作成し、それをサーバーで提供

するまでの手順とテクニックを紹介し

よう。

また、個人で音声や動画の入った

Coolなホームページを作りたいという

人のために、できるだけ安上がりに素

材を作成する方法も紹介する。

プロの制作現場に学ぶホームページ

制作テクニック
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●ファイルフォーマットの話

Webのホームページは、専用ブラウザー

さえあればUNIXユーザーでもMacユーザ

ーでも、またWindowsユーザーでも見るこ

とができる。しかし、サウンドファイルと

ムービーファイルはそれぞれのOSごとに標

準とするフォーマットが異なる。そのため、

自分のホームページにアクセスしてくれる

すべての人を視聴者とするためには、それ

ぞれのOSに対応したファイルを用意する必

要がある（図1）。

サウンドファイルではMacintosh用に

aiff、Windows用にwav、UNIX用にau

（µ-law）形式のファイルを作成する。ムー

ビーファイルにもmov（QuickTime形式）、

avi（マイクロソフト形式）やmpegなどの

フォーマットがある。

実際には、いずれか1つのフォーマットで

ファイルを作り、変換ソフトでそれを各プ

ラットフォーム用に変換することになる。

●Webで音と映像が再生されるしくみ

Webブラウザーにはそれだけではサウン

ドとムービーを再生する機能はない。それ

ぞれのブラウザーに対応した「ヘルパーア

プリケーション」をあらかじめ用意してお

かなければならない（表1）。ブラウザーは

ダウンロードしたファイルの拡張子から判

断して使用すべきアプリケーションを起動

し、再生を行う。

●サウンドとムービーの基礎知識

サウンドファイルとムービーファイルを作

るにあたって、次の基本的な用語は重要な

のでしっかりと押さえておこう。

1サンプリング周波数

アナログ音声を1秒間にどのくらいの周

期で取り込むかを示す値。この値が高くな

るほど原音に忠実な再生ができるが、デー

タのサイズもそれに比例して大きくなる。

たとえば、人間の耳には原音に近い音が再

生できるというCDでは44.1kHzが採用さ

れている。Webでは8kHzや11kHzがよく

使われている。

2ビット（bit）レート

変換後のデジタルデータのビット数のこ

とで、8ビットというとサンプリングの結果

を8ビットのデータに変換して保存すること

を意味する。

3フレーム数

ムービーで1秒間に何コマの映像を再生

するかを示す値のこと。一般のビデオやテ

レビの映像は秒30フレームで表現されてい

る。フレーム数を増やせば動きは滑らかに

なるが、ファイルサイズが増えるので素材

に合わせてフレーム数を決定する。Webで

は10フレーム以下でよいだろう。

4圧縮

ディスクスペースやファイルの転送効率

を高めるために各種のアルゴリズムを用い

てデータのサイズを小さくする技術のこと。
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OS ファイルフォーマット ヘルパーアプリケーション

Windows (音声) wav mplay32.exe
(音声) au naplay.exe, wham.exe
(音声) aiff/aif/aifc naplay.exe
(動画) avi メディアプレーヤー
(動画) mov, qt qt.exe
(動画) mpeg, mpg, mpe mpegplay.exe

Macintosh (音声) aiff, aif, aifc SoundMachine, SoundApp, SoundEffects
(音声) au, snd SoundMachine, SoundApp
(音声) wav SoundApp
(動画) mov, qt SimplePlayer, MoviePlayer, SimpleText
(動画) mpeg, mpg, mpe Sparkle, MpegPlayer

表1：WindowsとMacintoshで扱えるファイルフォーマットとヘルパーアプリケーション一覧

図1：OSごとにサウンドとムービーのファイルを用意

（BIGTOP）

ホームページを立ち上げたけれど何か物足りない。きれいなグラフィックも作ったし、気の利いたリンクも用意した。
でも、WWWってもっとすごいことができるんじゃなかったの？
そんな人にお勧めなのが、ホームページから音と映像で情報を発信する個人放送局の開設だ。音や映像でしか伝えら
れない情報というものもある。音による挨拶や解説を入れたり、楽器が得意なら自分の演奏した音楽のクリップ集を
作ってもよい。あなたのホームページも、工夫次第で見違えるほどCoolでユニークなものになるだろう。

ホームページを
個人放送局にしよう
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BIGTOPではPower

Macintosh 8115/110

に、180MBのRAMと

2GBハードディスクを2

台、うち1台をディス

クアレイにして使っている。ただし、オー

ディオ機器は一般的なものだ。

音声をデジタルに変換するためには、デ

ジタイザーが必要だが、BIGTOPでは

「AudioMedia II」を使用している（図1）。

これはNuBusに取り付けて使用するもの

で、44.1kHz（CDクオリティ）、48.0kHz

（DATクオリティ）の入力が可能だ。サウ

ンドの取り込みに使用するソフトは

「DECK II」（図2）。これはいわゆるハード

ディスクレコーディング用ソフトで、普通

のMTR（マルチトラックレコーダー）のよ

うな操作性がある。

■音声データを取り込もう■

サウンドファイルの作成に必要な機材とソフトウェアを揃えたら、

音声を取り込んでみよう。まず、曲のどの部分をWebで提供する

かを大まかに決めて（BIGTOPで提供している音声ファイルの長さ

は30～40秒の範囲）、取り込み作業に入る。実際の音声の前後に2

～3秒ほど余裕を作っておくと、後の作業が楽になる。

プロの
テクニック
拝見

●ディスクの最適化

まず、ハードディスクレコーディングに

使用するディスクは、あらかじめディスク

ユーティリティーでフラグメンテーション

（断片化）を取り除いておく。

●最初はできるだけいい音で取り込む

最初に取り込むときには16bit、44.1kHz、

ステレオ（CDクオリティ）のサンプリング

レートで取り込む。後でデータを間引いて

いくので、最初はできる限り高音質で取り

込んでおいたほうが最終的な音質の劣化が

防げる。ただし、CDクオリティで録音し

た場合には、10MB／1分の割合でハード

ディスクを使用するので、大容量で高速な

ハードディスクが必需品だ。

●ゲインの調整は慎重に

注意しなければならないのは、デジタル

録音をするときにはゲイン（＝録音レベル）

を最適な状態にすることだ。デジタル録音

でゲインがオーバーするとアナログのように

歪むのではなく、ノイズとして記録されて

しまう。しかし、ゲインは低ければよいか

というとそうではない。低すぎるとダイナ

ミックレンジが失われてしまう。最適なゲ

イン設定とは、音声のピークレベルを歪む

ちょっと手前にすることだ。

各種設定が終わったところで録音に入

る。「DECK II」の操作はとても簡単で、

入力ポートの設定、ゲインの設定、再生、

録音のモードの設定をすれば、後はカセッ

トテープを操作する要領でRECボタンを押

すと音声が取り込まれる。これを編集に使

う「SoundEdit 16」というソフトで扱える

フォーマットで保存すれば取り込みの作業

は終了する。その際に、BIGTOPではステ

レオからモノラルへのコンバートも同時に

行っている。最終的には16bit、44.1KHz、

モノラルのSound Designer IIのファイルフ

ォーマットで保存して第一段階を終了する。

図2：デジタルレコーディング用ソフトウェアDECK II

（70,000円）●問い合わせ：㈱カメオインタラクティ

ブ● tel. 03-3360-1558図1：デジタイズボードAudioMedia II（オープンプライ

ス）●問い合わせ：㈱カメオインタラクティブ●tel.

03-3360-1558

Webに載せる
サウンドファイルを

作る

Webに載せる
サウンドファイルを

作る

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



●FusionRecorderを使ってみよう

音声取り込み用のソフトウェアは、

Macintosh AVシ リ ー ズ （ Power

Macintosh 7100AV、8100AVなど）ならば

付属の「FusionRecorder」（図3）が便利

だ。これで音声ファイルをQuickTimeムー

ビーのサウンドトラックとして取り込める。

当然、システムの中には最新版の

QuickTimeを入れておく。ここでは、この

「Fusion Recorder」での作業を例に説明し

ていく。

音声の録音・編集ソフトの操作はだいた

い似通っているので、その他のソフトを使

う場合は以下の記事を参考に各ソフトのマ

ニュアルを読んでほしい。

なお、AV Macintoshを用意できない場

合は、特別なハードのいらないコントロー

ルパネルの「サウンド」やHyperCardのオ

ーディオ取り込み機能、あるいはフリーウ

ェアの「 SoundMachine」を使うとよい

だろう。

1AV機器とMacintoshを接続する

AV機 器 の LINE OUTや マ イ ク と

Macintoshの外部入力を変換ケーブルで接

続する。このとき、変換ケーブルは「抵抗

なし」のものを使う。また、ラジカセに

LINE OUT端子がない場合はヘッドフォン

端子を使う。

2入力の設定

「FusionRecorder」を起動し、"Record"

メニューから"Turn Video Off"を選んでビデ

オの入力をキャンセルしておく（図4）。

次に"Sound Settings..."を選び、図5の

ように設定する。利得（ゲイン）の設定は

実際にサウンドを入力しながら"レベル"メ

ータを確認し、赤く表示される部分が点灯

したままにならない程度が目安となる。

"サンプリング"は、最初から"11.025kHz

（11.127kHz）"を選択する（図6）。もちろ

ん、メモリに余裕のある人は16 b i t、

44.1kHzで取り込んでもよい。"ソース"は

図7のように設定する。

最後に"Record Preferences"を設定す

る。"Record Method" は"Record directly

to disk"をチェックし、"Indicators"は好み

のものを選択しておけばいい。"Record

To:"には取り込み先を選択する（図8）。

3音声を取り込む

"REC"ボタンを押すだけで取り込みが開

始される。取り込みが終了したら

QuickTime ムービー形式のまま保存して第

一段階が終了する。

特集
2
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SoundMachine入手先 ftp://ftp.riken.go.jp/pub/mac/umich/sound/soundutil/ soundmachine2.1.cpt.hqx

Macintoshの場合

図4：サウンドだけを入力するよう

に設定

図5：Sound Settingsの設定

図3：FusionRecorder

Macintosh AVシリーズに標準で添付。編集機能も

ついた製品版は、入門用のQuickFlix!（32,000円）

と高機能のVideoFusion（130,000円）がある●

レトラセットジャパン㈱●tel. 03-5721-1644

図6：サンプリング値の設定 図7：ソースの設定

図8：Record Preferencesの設定

DO IT YOURSELF

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



108 INTERNET MAGAZINE  1995/11

●サウンド取り込み

Windowsの、アクセサリーには「サウン

ドレコーダ」がある。AV機能付きのパソコ

ンでなければ、PCにサウンドブラスターな

どのサウンドボードを装備し、付属のサウ

ンドドライバーを組み込みさえすれば、ホ

ームページに載せるサウンドデータも手軽

に作ることができる（p.110の表を参照）。

しかし、「サウンドレコーダ」で取り込ん

だサウンドデータは、22kHz・16ビット・

ステレオに固定され、サンプリング周波数

やビットレートを変更することができない。

Webに載せることを考えると、非常に高す

ぎるクオリティである。

サウンドデータの設定変更が可能なツー

ルとしては、Windows Sound Systemに付

属する「クイックレコーダ」、市販の「ビ

デオフォーウィンドウズソフトウェア開発

キット」（図9）に付属する「ウェーブエデ

ィタ」、そしてシェアウェアの「

GoldWave」や「Wave for Windows」、

「 Cool」などがある。このうちどれか1つ

は必要であろう。ここでは、後のムービー

データの作成も考慮し、「ウェーブエディ

タ」を例に解説していくことにする。

1オーディオ機器との接続

オーディオケーブルで、オーディオ機器

の出力端子（LINE OUT）とPC側サウン

ドカードの入力端子（LINE IN）とを接続

する。

2オーディオ形式の設定

「ウェーブエディタ」を実行し、"ファイ

ル"メニューの"新規作成"を選択する。"新

しいデータ形式"から、"ステレオ・16ビッ

ト・22kHz"に設定する（図10）。

3録音レベルの設定

"録音"ボタンをクリックすると"録音レベ

ルの設定"が表示される。オーディオ機器の

ボリュームを調整し、バーが全体の50％以

上になる地点に合わせる（図11）。

4サウンドの取り込み

調整ができたら"OK"ボタンをクリックす

ると同時に、オーディオ機器の"再生"ボタ

ンを押す。これで、次々とメモリーにサウ

ンドデータが保存される。再生が終わった

ら「ウェーブエディタ」とオーディオ機器

の"停止"ボタンを押す。

5再びオーディオ形式の設定

録音が終わったら、「ウェーブエディタ」

の"エフェクター"メニューの"特性の変更"を

実行し、"モノラル・8ビット・11kHz"に

設定変更する（図12）。録音が終わってか

らオーディオ形式をわざわざ変更するのは、

音声劣化を最小限に食い止めるためだ。

6ファイルの保存

最後に"ファイル"メニューの"名前を付け

て保存"を選んで、取り込んだサウンドデー

タをファイルに保存する。

Windowsの場合

図9：ビデオフォーウィンドウズソフトウェア開発キット（20,000円）●マイクロソフト㈱●Tel.03-5454-2300

図10：ウェーブエディタの設定 図11：録音レベルの設定 図12：オーディオ形式を変更する

Cool入手先　
ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/win3/sounds/cool134.zip

GoldWave入手先
ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/win3/sounds/gldwav21.zip
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●出だしはカットインで

BIGTOPの作業で

は、サウンド編集には

「SoundEdit 16」とい

う市販ソフトを使用している（図13）。

「SoundEdit 16」でサウンドファイルを読み

込むと、データの波形が表示されるので、

マウスで編集したい部分を選びながら作業

を進める。BIGTOPで提供している30～

40秒程度の音楽データの場合、聞き手へ

のインパクトを考慮し、なるべく効果的な

カットイン（曲のある部分から突然始まる

こと）のできるポイントを探す。カットイ

ンの位置が決まったら、不要な部分をマウ

スで範囲指定して削除する（図14）。

●滑らかなフェードアウトで終了させる

逆に曲の終わりがカットアウトで突然終

わるのは聞き手に対して不親切なので、フ

ェードアウトにする。フェードの開始位置

と終了位置とフェードのカーブを決め、フ

ェードアウト部分を作る（図15）。これら

の作業次第で、聞いたときの印象がずいぶ

ん違ってくるので、時間をかけて丁寧に作

業する。

図13：サウンドファイル編集

ソフトの定番 SoundEdit 16

（56,000円）

A V 機能のないM a c でも

16bit／44.1kHzのサウンドフ

ァイル編集と録音ができる。●

（株）システムソフト●tel. 03-

092-752-5264 図15：フェードアウトのカーブを指定する
図14：カットインのポイントより前

の部分を削除する

●SoundEffectsでサウンド編集

サウンドの加工もできるだけ安上がりに

するために、ここでは「 SoundEffects」

というシェアウェアを使う。機能的には市

販のソフトウェアに匹敵するものだ。

1サウンドのスタート地点を決める

カットインで入れるようにするのもプロ

用データ制作術と同様だ。「SoundEffects」

では波形のどの部分を再生しているのかが

把握しにくいので、波形部分を少しずつド

ラッグしながらスタート地点を探していく

（図16）。スタート地点が見つかったら不要

な部分を削除する。ここで注意しなければ

ならないのは、「SoundEf fec ts」では

"Undo"（操作取り消し）をサポートして

いないので、慎重に作業することだ。

SoundEffects入手先 jftp://ftp.iij.ad.jp/pub/info-mac/gst/snd/sound-effects-092.hqx

プロの
テクニック
拝見

図16：サウンドのスタート地点を探す

■聴かせるファイルを作る■

ファイルを取り込んだら、次に聴いてインパクトのあるファイルに仕上げ

なければならない。高度な機能を持つサウンド編集ソフトでは、さまざ

まなエフェクトをかけられるが、ここでは音楽の場合によく使われるカッ

トインとフェードアウトを試してみよう。

Macintoshの場合

DO IT YOURSELF
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●ウェーブエディタでのサウンド編集

「ウェーブエディタ」でのサウンド編集も、

ワープロなどと同様に、編集箇所をマウス

で選択し、"切り取り＆貼り付け"、"コピ

ー＆貼り付け"をすることができる。ただし、

エコーなどのエフェクト機能はないので、

Windowsに付属する「サウンドレコーダ」

と併用すると効果的だ。また、「Gold

Wave」を使えば、数式でサウンドを作成

することもできる。

1聴かせたい部分の切り出し

取り込んであったWAVファイルを「ウェ

ーブエディタ」で開くと、図18のような音

声の波形が表示される。ほとんど勘に頼る

ことになるが、波形を見ながら不要な部分

の波形をマウスでドラッグして選択する。

選択した状態で"再生"ボタンをクリックす

れば、その部分だけが再生されるので、聴

きながら調整するとよいだろう。ちなみに、

微調整は"選択開始位置"と"サイズ"から数

値で入力することで行える。選択できたら

"編集"メニューの"削除"コマンドを選択す

るか、キーボードの"Delete"ボタンを押す。

2フェードアウトの処理

フェードアウト処理は、"エフェクター"

メニューの"フェードダウン"コマンドによっ

て行うことができる。先程の切り出しと同

じ要領で範囲を選択し、コマンドを実行す

ればOKだ。

2フェードアウトの処理

不要な部分を削除したらフェードの開始

地点と終了地点の間を選択し、"Effects"

メニューから"Fade Out"を選択する（図

17）。

「SoundEffects」では、フェードのカー

ブは指定できないが、カットアウトよりは

格段に効果的な音声ファイルになるはずだ。

実際に作業してみると、インターフェイス

に難がある分だけ時間がかかるが、

BIGTOPに掲載しているファイルと比較し

ても遜色のないファイルを作ることができ

る。

図17：SoundEffectsでFade Outを選択

Windowsの場合

■ 普通のパソコンをマルチメディアパソコンにするための低価格ボード　■

図18：ウェーブエディタの編集画面

DO IT YOURSELF

サウンド
ボード

ビデオ
ボード

PC

Macintosh

PC

・Sound Blaster 16●23,800円●クリエイティブ・メディア㈱●03-3256-5577

・Sound Vision 16 Gold●12,000円●シーエフ・カンパニー㈱●03-3864-1471

AV機能のないPower Macintosh用

・Power Macintosh AVカード●オープンプライス●アップルカスタマーアシスタンスセンター●0120-61-5800

LC630用

・Appleビデオシステム（VideoShop付属）●28,000円●アップルカスタマーアシスタンスセンター●0120-61-5800

・インタウェアビデオシステム●28,000円●㈱インタウェア●03-5411-8010

その他のLCシリーズ

・VideoBeam LC●59,800円●㈱亜土電子工業●011-271-6954

・PicPom LC●62,000円●㈱インタウェア●03-5411-8010

NuBus搭載モデル

・Movie Movie●50,000円●正和機器産業㈱●03-3981-6215

・PicPom NB●62,000円●㈱インタウェア●03-5411-8010

・miroVideo 20TD live!●77,000円●シーエフ・カンパニー㈱●03-3864-1471

・VIDEO NT●69,800円●ウェップシステム●03-3377-3511

・VideoBLASTER RT300●54,800円●クリエイティブメディア㈱●03-3256-5577

・PowerMovie/V●79,800円●カノープス㈱●078-992-5846

・WinFast T230pro●48,000円●㈱コンパル●03-3299-5052

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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●ユーザーがダウンロ

ードしやすいファイル

サイズは300～400KB

ファイルサイズを小

さくするためのサンプリングレートの変換に

も「SoundEdit 16」を使用する。BIGTOP

ではファイルサイズをダイアルアップのユー

ザーが3分ぐらいでダウンロードできる300

～400KB以内に抑えている。

まず、読み込んだ音声データ全体を選択

し、16bit、44.1kHzから8bit、11.25kHz

に変換する（図19）。この後、変換した音

声ファイルを試聴し、ノイズが発生してい

ないかどうかを確認するとともに、必要が

あればイコライジング（特定周波数域内で

音の強弱を調整）、ノーマライジング（音

を歪ませずにサウンドを最大振幅値にする）

といった作業を行う（図20、21）。

●プラットフォーム別にファイルを用意

満足できる音声ファイルに仕上がったら、

"Save as..."でファイルフォーマットを

"System 7 Sound"にして保存する。それか

ら再び"Save as..."でMacintosh用のAIFF

形式、Windows用のWAV形式のファイル

を作成する。

「SoundEdit 16」ではUNIXで用いられ

ているauのファイルフォーマットに変換す

ることができないので、auのファイルはフ

リーウェアの「 Ulaw」を使い、先ほど

のSystem 7 Soundから8bit、8kHzのauフ

ァイルを作る。

こうして、3種類のファイルができたら試

聴し、ファイル名にそれぞれの拡張子、

".aiff"、".WAV"、".au"を付ければサウンド

ファイルの制作は終了する。

●サウンドの加工とファイル変換

1イコライジングとノーマライジング

BIGTOPで行っていたイコライジングや

ノーマライジングといった作業はシェアウ

ェアの「SoundEffects」でも可能だ。イコ

ライジングは結果が予想できるようになる

まで何度も試してみるしかないが、ノーマ

ライジングは取り込んだ音が歪んでいない

限りレベルは100％でかけてしまうのがよい

だろう（図22）。

2ファイルフォーマットの変換

納得のいく音声ファイルに仕上がったら

「SoundEffects」で作ったファイルを"Save

as..."で、"System7Sound File"と"AIFF"の

形式で保存する。続いて、「Ulaw」を使

い、先のSystem 7 Sound Fileから8bit、

8kHzのauファイルを作る。この作業は非

常に簡単で「Ulaw」から音声ファイルを

開き、"Save as..."で保存し直すだけだ（た

だしFPU搭載機種でないと動作しないので

注意。その場合はコントロールパネルの

「 SoftwareFPU」を入手する）。

Ulaw入手先
ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/mac/umich/sound/soundutil/ulaw1.4.cpt.hqx

SoftwareFPU入手先
ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/mac/umich/system.extensions/cdev/softwarefpu3.0.sit.hqx

プロの
テクニック
拝見

図19：bitとサンプリングレート

を変換

図20：イコライジング 図21：ノーマライジング

Macintoshの場合

■Webに載せるファイルを作る■

納得のいくサウンドファイルができたら、今度はそれをWebに載せるフ

ァイルに変換する。ファイルサイズを小さくするとともに、Macintosh、

Windows、UNIXの各プラットフォームで利用できるファイルを作る。

DO IT YOURSELF
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©1994-2007 Impress R&D



112 INTERNET MAGAZINE  1995/11

●サウンドの加工とファイル変換

残念ながら「ウェーブエディタ」では、

イコライジングやノーマライジングといった

加工は行えず、またWAV以外のファイル

形式に変換することもできない。ノーマラ

イジングは、Windows Sound Systemの

「クイックレコーダ」やシェアウェアの

「Gold Wave」や「Cool」で行えるが、イ

コライジングに関しては、どのツールもサ

ポートしていない。ただし、これらの作業

は、音質のクオリティが高い場合の話であ

って、11kHz・8bitの電話程度の音質なら

ばあまり関係はないだろう。

また、UNIXのAU形式とMacintoshの

AIFF形式への変換は、「Cool」で行える

（図24）。「Cool」でのファイル変換はいた

って簡単だ。"File"メニューの"Open"で変

換するWAVファイルを開く。そして、

"File"メニューの"Save As"からAUやAIFF

形式を選択して保存し直すだけだ。

HTMLでのサウンドファイルの指定

ホームページから発信するサウンドファ

イルができあがったら、いよいよHTMLの

コーディングに入る。といっても<A HREF>

タグを使って、

<A HREF="ファイル名">～</A>

と指定するだけだ。

なお、リンクのポイントには、必ずそれ

がサウンドファイルであることを示す注釈

かアイコンを付けておくとともに、そのフ

ァイルフォーマットとサイズも書き添えて

おこう。

（ホームページのサンプルHTML）

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>Sounds Files</TITLE>

</HEAD>

<BODY>

サウンドファイル

<UL>

<LI><A HREF="̃.aiff">Mac用サウンドファ

イル</A> (AIFF format, ̃ KB)<BR>

<LI><A HREF="̃.au">UNIX用サウンドファ

イル</A> (AU format, ̃ KB)<BR>

<LI><A HREF="̃.wav">PC用サウンドファ

イル</A> (WAV format, ̃ KB)<BR>

</UL>

</BODY>

</HTML>

同様にフリーウェアの「 SoundApp」

を使い、8bit、11.25kHzのWAVEファイ

ルを作る。この作業も簡単で、"Option"メ

ニューの "Convert To"から "Windows

WAVE"を選択し、"F i l e "メニューの

"Convert"で変換したいファイルを選択す

るだけだ（図23）。こうして3種類のフォー

マットのファイルができたらそれぞれをコン

ピュータのスピーカーで試聴し、ファイル

名にそれぞれの拡張子、".aiff"、".au"、

".WAV"を付ければ音声の制作は終了する。

■ ま と め ■

サウンドファイルは、実際に両方のファ

イルを聴き比べてみると家庭（実際に筆者

の自宅で作業をした）で作ったファイルは

BIGTOPのものに比べるとホワイトノイズ

が多いことと、音が若干やせている点を除

くと、ほとんど遜色のないものに仕上がっ

ている（この2点の差が大きいのだが）。た

だ、やはり制作時間は大幅に違う。家庭で

はBIGTOPで制作するときの倍以上の時間

がかかった。そこで、1つだけソフトを買っ

てもよいというならばSound Edit 16をお

すすめする。

Windowsの場合

図22：SoundEffectsのEffectsメニューから

イコライジングとノーマライズを行う

図23：SoundAppでWindows用のWAV

形式のファイルを作る

DO IT YOURSELF

図24：Coolを使えば、さまざまなファイル変換ができる

発信

SoundApp入手先
ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/mac/umich/sound/soundutil/soundapp1.22.cpt.hqx
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●プロは作業効率を重視する

音声ファイルの場合とは異なり、ムービ

ーはできるだけ高いクオリティで取り込め

ばいいとは限らない。Webに載せるデータ

として、ムービーファイルはサイズをある程

度小さくしなくてはならないので、6フレー

ム／秒で取り込んでいる。また、そうする

ことでファイルを圧縮する時間が圧倒的に

短くなる。膨大な作業をこなさなければい

けないプロの現場ではそれが最大のメリッ

トとなる。その他の設定は、画像サイズを

"160×120ピクセル"、圧縮プログラムを

"Radius Studio"、"カラー"、品質を"100"

に設定する。

●QuickTimeフォーマットが基本

サウンドファイルのクオリティはサンプリ

ングレートだけの問題だったが、ムービー

ファイルの場合は、色数、フレームレート、

圧縮の3つの要素がある。BIGTOPでは

UNIXでもPCでも再生可能なQuickTime

ムービーを基本としているが、その特性

（再生フレーム数はCPUパワーに依存する

が、モニターの発色数はハードウェアに依

存する）を考え、動きの滑らかさよりも、1

フレームごとの静止画のクオリティを優先

させている。

●サウンドより画質を優先

動画ファイルの場合、主役は動画なの

で、音質が多少落ちても気にならない場合

が多い。そこで、サウンドの設定は最初か

ら8bit、11kHz、モノラルにしている。た

だし、あまりに音質が悪い場合は別に取込

んでおいて「Premiere」上で編集すること

もある。

●ソフトからビデオをコントロール

各種設定が終わったところで、動画の取

り込みに入る。「Premiere」と「V box II」

とベータカムの組み合わせの場合、取り込

みは非常に簡単で、すべて「Premiere」

からコントロールできる。取り込みが完了

したらプレビューし、きちんと再生される

かどうかを確認して第一段階を終了する。
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BIGTOPで使用して

いる機材はほとんど民

生用のものだ。一般家

庭にないものはベータ

カム、いろいろなソー

スからの入力を整理するVIDEO/AUDIO

SELECTOR、MacintoshやPCからSONY

製ビデオデッキをコントロールするインター

フェイスの「V box II」ぐらいだろう。

動画をデジタルに変換するためには、音

声の場合と同様、デジタイザーが必要とな

る 。 BIGTOPで は 「 Video Vision

STUDIO」を使用している（図1）。これは

MacintoshのNuBusに取り付けて使用す

るもので、自身にJPEG圧縮チップを持ち、

フルスクリーンで30フ

レーム・60フィール

ド／秒の動画の取り込

みが可能だ。ただし、

ハードディスクの書き込

み能力がこのスピード

に追いつかなくてはなら

ない。

動画の取り込みに使

用するソフトは「Premiere 4.0J」で、これ

はQuickTimeムービー制作ソフトの定番で

ある（図2）。

図 1 ： ビ デオ入 出 力 ボード
VideoVision Studio 2.0（ 748,000
円）●ラディウステクニカルセンター
●tel. 03-5802-5192

図 2：ビデオ編集ソフトの定番Adobe
Premiere 4.0J（120,000円）●㈱システム
ソフト●tel. 03-3222-6841

■ムービーを取り込もう■

まず、収録したビデオテープからどの部分をWebで提供するか決める。

提供する範囲が決まったら、取り込み作業に入る。音声同様、前後に

2～3秒ほど余裕をみて取り込んでおくと、後の作業が楽になる。

プロの
テクニック
拝見

Webに載せる
ムービーファイルを

作る

Webに載せる
ムービーファイルを

作る
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●FusionRecorderを使う

Macintosh AVシ リ ー ズ な ら ば 、

QuickTimeビデオ取り込み用のソフト

「FusionRecorder」が付属する。また、

Performa 630や 5200シリーズ、Power

Macintosh 8500、パイオニアMPCシリー

ズには「Avid VideoShop」が付属してい

る。ここでは、「FusionRecorder」での作

業を例に説明していく。ビデオ編集ソフト

の操作はだいたい似通っているので、その

他のソフトを使う場合は記事を参考に各ソ

フトのマニュアルを読んでほしい。なお、シ

ステムにQuickTimeをインストールしてお

くことを忘れずに。

デジタイザーはAV Macintoshに内蔵の

ものを使用する。AV機能のない機種では、

別途ビデオ入出力ボードと専用ソフトが必

要だ（p.110の表を参照）。また、拡張ス

ロットがなくてボードが使えない機種では、

シリアルポートに接続してモノクロビデオ

を取り込めるQCAMを使うという手もある

（図3）。

1ビデオとMacintoshを接続する

映像はビデオのLINE OUT（S端子）か

らMacintosh の外部入力端子（S端子）に

接続する。音声はビデオのLINE OUTと

Macintoshの外部入力端子を変換ケーブル

で接続する。このとき、変換ケーブルは

「抵抗なし」のものを使用する。

2FusionRecorderの設定

まず最初に、コントロールパネルの"モニ

タ"で内蔵デジタイザーに合った表示色数を

選ぶ。「FusionRecorder」の設定はプロ用

データの設定とほとんど同じだ。唯一違う

のが圧縮プログラム設定で、プロ用データ

の制作で使用していた"Radius Studio"方式

は、ここでは使えない。そこで圧縮率の高

く高画質な"シネパック"を使用する。また、

動きを重視したい場合は品質を"中位"にし

てコマ／秒を"Best"、基本コマ単位を"10"

コマくらいに設定する。

3動画を取り込む

動画の取り込みはウィンドウ内のプレビ

ューを見ながらRECボタンを押すだけだ。

前後に2～3秒の余裕を持たせて録画して

おくと後の編集が楽だ。

取り込みが完了すると圧縮が始まる。動

画の画質にもよるが、取り込んだ時間の2

～5倍程度の時間がかかる。圧縮が終了し

たらプレビューで確認し、きちんと再生さ

れれば第一段階が終了する。
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●映像の取り込み

Windowsでは、「Video for Windows」

（VfW）をセットアップすることで、動画機

能を拡張することができる。外部ソースか

らムービーファイルを取り込むためには、ま

ずサウンドボードとビデオキャプチャーボー

ドが必要だ（p.110の表を参照）。近ごろで

は、それらの拡張機器を標準装備したオー

ルインワンパソコンも登場しているが、中

には静止画のみのサポートで、動画を取り

込めない機種もあるので注意が必要だ。

そして、ムービーを取り込むツールは

「ビデオキャプチャ」、ムービーを編集する

ツールは「ビデオエディタ」を使用する。

どちらも「ビデオフォーウインドウズソフ

トウェア開発キット」に付属するツールだ。

1ビデオとPCを接続する

映像と音声はそれぞれビデオのLINE

OUTからPC側のビデオキャプチャーボー

ド、サウンドボードのLINE INへ接続する。

ビデオやキャプチャーボードによって、一般

的なRCA端子かS端子がある。

2ビデオキャプチャの設定

「ビデオキャプチャ」の設定は、"キャプ

チャファイル"、"コマ数"そして"オーディオ

形式"の3つだ。まず"ファイル"メニューの"

キャプチャファイルの設定"から、10秒の映

像に15～20MB程度を目安に設定をする。

そして"オプション"メニューの"オーディオ

形式"から、11kHz・8ビット・モノラルと

設定する。最後に、"キャプチャ"メニュー

の"ビデオ"から、1秒あたりの映像のコマ数

を10コマに設定する。

3動画を取り込む

フレームレートの設定が終わって、"OK"

ボタンをクリックすると、"ビデオキャプチ

ャ"が表示される。ここで"OK"ボタンをク

リックすれば、ビデオのキャプチャーが開始

され、もう一度マウスをクリックすると終

了する。

Windowsの場合

Macintoshの場合

DO IT YOURSELF

図4：VfWの画面

図3：QCAM（23,800円）

●㈱誠和システムズ

●tel. 03-5378-0445
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●カットインとフェー

ドアウトが効果的

サウンドファイル同

様、やはり、インパク

トという点から音を基準とし、なるべく効

果的なカットインで入れるようにスタート

地点を探す。また、終了地点も音をフェー

ドアウトさせるようにする。

●タイトルを入れてメリハリをつける

さらに、開始地点をはっきりさせるため

にタイトルを入れてみよう。まず、

「Premiere」の"ファイル"メニューの中の"

新規"から"タイトル"を選び、新たにタイト

ルを制作する。タイトルができたら、それ

を入れるフレームを決定し、透明度を選択

して合成する（図5、6）。

ひととおりの作業が終了したら全体をプ

レビューして、納得のいくムービーファイ

ルに仕上がっていれば第二段階が終了する。

図5：Premiereでタイトルを作る

図6：タイトルとムービーを合成

●再生部分の切り出し

まず、「FusionRecorder」でファイルを

再生できる状態にしておく。このとき、入

力モードを英語にするとスペースキーは

START/STOPのボタンになる。これでス

タート地点の大まかな場所を探す。次に←

→のアローキーで動画を1コマずつ再生し

て正確に位置を決める。スタート地点が決

まったら、不要な部分を削除する（図7）。

同様に終了地点でも不要な部分を削除す

る。

●タイトルを入れる

動画の最初の画面にタイトルを入れたい

場合は、「FusionRecorder」とシェアウェ

アの画像変換ユーティリティ「

GraphicConverter」で何とかなる。

GraphicConverter入手先 ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/info-mac/gst/grf/graphic-converter-214.hqx

図7：選んだ地点からシフトキーを押しながらハンドルを

ドラッグすると、選択された部分のバーが黒く示される

Macintoshの場合

プロの
テクニック
拝見

■見せるファイルを作る■

ムービーファイルも開始位置と終了位置の決定が第一だ。そして、先頭

にはタイトルを入れてみよう。Web ブラウザーがムービーファイルをロー

ドし終わると、そのタイトル画面が表示されるようになる。

DO IT YOURSELF
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●再生部分の切り出し

ビデオデータの始めと終わりの不要な部

分を選択してカットするのも「ビデオエデ

ィタ」で行う。「ビデオエディタ」では、映

像と音声を別々に編集できるため、後から

効果音やBGMの挿入も簡単だ。

まず、「ビデオエディタ」を実行し、編

集するファイルを開く。そして、"マークイ

ン"と"マークアウト"ボタンで先頭の不要な

部分を選択する。そして"編集"メニューの

"削除"でカットすればよい。終わりの不要

な部分も同様の操作でカットできる。

●タイトルを入れる

動画の始めにタイトルを挿入する場合は、

Windowsアクセサリーの「ペイントブラシ」

でタイトルのCGを作るのがいちばん手軽

だ。自分なりにタイトルCGができあがった

ら、BMP形式で保存する。そして、「ビデ

オエディタ」を実行し、タイトルを挿入す

るAVIファイルを開く。タイトルを入れる

手順は簡単で、最初のフレームに戻り"フ

ァイル"メニューの"挿入"で先のBMPファ

イルをそこに挿入するだけだ。さらに、

「COREL DRAW!」（図9）などの市販のペ

イントソフトを使えば、ムービーの1コマを

コピーして加工し、それをタイトル画面に

することができる（図10、11）。

タイトル画面を挿入するときの注意点は、

ステータスバーに表示されるモードが"挿入

"であること、また映像と音声の両トラック

が編集対象になっていることを確認するこ

とだ。"上書"になっていると映像の上にタ

イトルが上書きされ、また映像だけが編集

対象になっていると、映像と音声がずれて

しまうからだ。

まず、ムービーの先頭に戻って、その画

面をコピーする。ここで「G r a p h i c

Converter」を起動し、"File"メニューから

"New"を選択し、実際にムービーを取り込

んだサイズと色数を指定する。そこで先ほ

ど選んだ先頭の画面をペーストする。この

静止画にタイトルを書き込んでいくわけだ

（図8）。

「GraphicConverter」のツールパレット

から"A"のアイコンをダブルクリックすれば

文字が入力できる。フォントの設定もでき、

日本語も問題なく表示できる。この画面は

静止画なので、鉛筆ツールでパレット画面

にペイント加工をすることもできる。こう

して、タイトルができたら、今度はこれを

コピーしてムービーに戻せばよい。

注意しなければならないのは、先ほど選

択した1コマ部分にペーストしてはいけない

ということだ。この部分には当然ムービー

トラック以外にサウンドトラックもあり、そ

こに静止画をペーストすると音声データが

失われてしまう。これではせっかく決めた

スタート地点が台無しになってしまう。

ムービーを一番先頭に戻し、何も選択さ

れていない状態で、タイトル画面をペース

トすれば先頭のコマの1つ前にペーストする

ことができる。スタート地点は1コマずれて

しまうが、タイトルの効果を考えれば妥協

できるだろう（ずれるといっても1/6秒だ）。

これでこの作業工程は終了する。全体を

プレビューしてきちんと再生されれば第二

段階が終了する。
図8：GraphicConverterにムービーの1コマを読み込

んでタイトルを書き込む

Windowsの場合

DO IT YOURSELF

図9：COREL DRAW!

住友金属工業㈱

80,000円　03-5476-9825

図10：COREL DRAWにムービーファイルの1コマをペーストし

て加工する

図11：加工したタイトル画面をビデオフ

ァイルの冒頭にペースト
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●ムービーファイルだけ

を圧縮する

ムービーファイルの

編集が終わったら、

「Premiere」で圧縮の設定をする。たいて

いの場合、圧縮プログラムはQuickTimeに

付属するソフトウェアの"シネパック"を使用

する。サウンドについては圧縮なしで、8bit、

11kHzのまま。ここで圧縮をかけると後述

するAVIファイルへのコンバートで不都合

が生じるからだ。

●平坦化とAVIファイルの制作

圧縮が終了したら、Appleのソフトウェ

ア「 M o v i e P l a y e r 」を使い、

QuickTimeムービーを平坦化する（図12）。

これで、Macintosh以外でもQuickTime

ムービーが再生できるようになるが、ユー

ザー側で再生用プログラムを用意する手間

を省くために、ここでWindows用にAVIフ

ァイルも提供しておく。

AV I ファイルの制作には「 V fW

Converter」を使用する。「VfW Converter」

の設定では、再圧縮をしないようにしてお

く（図13）。

QuickTimeムービー、AVIともに再生を

確認し、ファイル名にそれぞれの拡張子、

".mov"、".AVI"を付けてムービーファイル

の制作は終了する。

図12：MoviePlayerでMacintosh以外の機種でも再生

できるmovファイルを作る

図13：VfW Converterの設定

●フォーマット変換

ムービーファイルの圧縮はムービー取り

込みの時点ですでに行っているので、残る

のはQuickTimeムービーをMacintosh以外

のコンピュータでも再生できるフォーマッ

トに変換することと、AVIファイルへの変

換だ。

1QuickTimeファイルの平坦化

この作業は、「FusionRecorder」の

"File"メニューから"Save As..."を選択し、

"flatten movie"（平坦化）と"Playable non

Apple computers"のオプションをチェック

して保存するだけで簡単だ。

なお、「MoviePlayer」やフリーウェアの

「 Flattenmoov」、「 FastPlayer」な

どでも簡単に平坦化の作業ができる。

2 AVIファイルの制作

手順はプロ用データ作成術と同じく

「VfW Converter」を使って変換作業をす

る。QuickTime ムービー、AVIともに再生

を確認し、ファイル名にそれぞれの拡張子、

".mov"、".AVI"を付ければ、ムービーファ

イルの制作は終了する。

MoviePlayer入手先
ftp://ftp.huie.hokudai.ac.jp/pub/mac/misc/movieplayer.hqx

VfW Converter入手先　ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/mac/umich/graphics/
graphicsutil/vfw1.1utilities.sit.hqx

Flattenmoov入手先　ftp://akiu.gw.tohoku.ac.jp/pub/net/www/
Web/Mosaic/Mac/Related/flattenmoov.hqx

FastPlayer入手先 ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/mac/umich/graphics/
quicktime/fastplayer1.10.sit.hqx

プロの
テクニック
拝見

Macintoshの場合

■Webに載せるファイルを作る■

ムービーの編集を終えたら、今度はそれを元にWebに載せるファイルを

作る。このときにファイルの圧縮をするが、こればかりはある程度経験

が必要だ。また、他の機種でも利用できるファイルフォーマットに変換

しなければならない。

DO IT YOURSELF
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HTMLでのムービーファイルの指定

ホームページから発信するムービーファ

イルができあがったら、いよいよHTMLの

コーディングに入る。といっても<A HREF>

タグを使って、

<A HREF="ファイル名">～</A>

と指定するだけだ。

なお、リンクのポイントには、必ずそれ

がムービーファイルであることを示す注釈

かアイコンを付けておくとともに、そのフ

ァイルフォーマットとサイズも添えておこ

う。

ホームページのサンプルHTML

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>Movie Files</TITLE>

</HEAD>

<BODY>

<A HREF="̃.mov">Mac用ムービーファイ

ル</A> (MOV  format, ̃KB)<BR>

<A HREF="̃.AVI">PC用ムービーファイル

</A> (AVI format, ̃KB)<BR>

</BODY>

</HTML>

■ ま と め ■

家庭で作ったムービーファイルを

BIGTOPのものと実際に見比べてみると、

発色が若干悪い点と、ムービー再生中にテ

ロップが出せない点を除けば、ほとんど遜

色のないものに仕上がった。ただし、家庭

ではBIGTOPで制作するときの5倍以上の

時間がかかった。たくさんのファイルを制作

しなければならない環境では辛いだろう。そ

こでムービー編集用のソフトを買うとすれ

ば、Premiereしかない。強力な編集機能

と扱いやすいインターフェイス、仕事にだ

けでなく遊びでも使いたくなるソフトだ。た

だ、ちょっとだけ値が張るのが難点だ。

●AVIファイルの圧縮

ムービーを取り込み、編集しただけでは、

スムースに動くAVIファイルはできない。

「ビデオエディタ」を使って圧縮し、インタ

ーリーブする必要がある。圧縮は"ビデオ"

メニューの"圧縮オプション"から設定し、

ビデオ圧縮方式に"Cinepak"または"Intel

Indio R3.2"を選ぶ（図14）。またWebに載

せることを考えると、できるだけファイル

サイズを小さくするようにしなければならな

い。

ファイルサイズの設定はデータ転送速度

によって決まり、1秒間に何KB割り当てる

かを決める。通常1分を1MB以内、つまり

15K～20KB／秒程度に設定する。もし、

映像の時間が短い場合には、30KB／秒程

度まで品質を上げてもよいだろう。ただし、

映像によっては、そこまでデータレートが

低くならない場合があるので、コマ数を減

らすなどの工夫が必要だ。

●フォーマットの変換

最後にMacintoshユー

ザーのために、AVIファイ

ルをQuickTimeムービー

フォーマットに変換する作

業に移りたいのだが、

Windows上でAVIファイ

ルを M a c i n t o s h の

QuickTimeムービーファ

イルに変換することはでき

ない。「ビデオフォーウイ

ンドウズソフトウェア開発

キット」には、「AVI to QT

ユーティリティ」が付属す

るが、これはMacintoshの

ツールなので、Windows

で利用することができないのだ。したがっ

て、Macintoshを使える環境になければ、

非常に残念なことではあるが、Macintosh

ユーザーの側でフォーマットの変換をして

もらうしかないだろう。

Windowsの場合

DO IT YOURSELF

図14：圧縮オプションで圧縮形式とデータレートを設定する

発信
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本誌付録CD-ROMには、Mook i e

Dookieの河越重義氏に本企画のために作

っていただいたオリジナル曲Internet Dudes

（16bit、44.1kHz／8bit、22kHz）をAIFF

と W A V 形 式 で 収 録 し て あ る

（COOL:SOZAI:SOUND）。本誌を参考に

しながら、この曲を素材にWeb用のサウン

ドファイルを作ってみてほしい。

＜手順＞

1効果的なカットインとフェードアウトの

加工をする

2サンプリングレートを変換してファイル

サイズを小さくする

3各プラットフォーム用に.au、.aiff、

.WAVの3種類のファイルを作る

また、MOVとAVI形式のムービーデータ

も収録してあるので（COOL:SOZAI :

MOVIE）、これを素材にWeb用のムービー

ファイルも作ってみよう。

＜手順＞

1効果的なカットインとフェードアウトの

加工をする

2サンプリングレートを変換する

3ムービーの先頭にタイトルを入れる

4各プラットフォーム用にMOVとAVIフ

ァイルを作る

最後になったが、10月21日にリリースさ

れる谷村有美のアルバム「圧倒的に片思

い」の収録曲を素材にしてBIGTOP用に作

られたサウンド・ビデオファイルと、筆者

がシェアウェアなどを駆使して家庭で制作

したファイルを本号発売後1か月間限定で

提供する。実際にこの2種類のファイルを

ダウンロードし、比較してみてほしい。

jhttp://www1.sony.co.jp/InfoPlaza/S

ME/MoreInfo/TieUp

先達に学ぶ
●

●

1993年の結成以来、都内のライブハウスを中心に活動

を続けているコンテンポラリー・ジャズ・ファンク・バ

ンドMookie Dookie（ムーキー・ドゥーキー）のご協

力を得て、そのホームページを、丸ごと本誌付録CD-

ROMに収録した（COOL:BAND)。このホームページ

は、

http://www.bekkoame.or.jp/̃kawago/

またはhttp://www.asahi-net.or.jp/`CD3N-KWGE/

で随時更新され、各メンバーのサウンドクリップのほか、

コンサートスケジュールも掲載されている。このCD-

ROM版では、音声ファイルのダウンロードに手間がか

からないので、存分にMookie Dookieの演奏を楽しん

でいただけるだろう。

■バンドメンバー

・河越重義（Guitar）

・松山修（Drums）

・藤原幹典（Tenor Sax, Soprano Sax, Flute）

・クリヤマコト（Keyboards, Piano）

■ホームページ制作担当

・安田隆一（イラスト）

・河越信義（HTMLコーディング）
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